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色染の 5科を有した。教室設備未整備のため機械科のみ開設は翌 06年 4月に遅れた。本論文では














状況をみたのが表 1である。名古屋高等工業学校機械科卒業者数は 1909～ 21年までは 13年を除
いて毎年 20人台で推移し，22年以降は 30，40人台となった。1909～ 33年の卒業者総数は 794人
であるが，38年時点の存命者は 694人であり，卒業から 38年までに 100名が亡くなっている。
1909年の卒業時に 20歳だった者は 38年には 49歳である。49歳になるまでに 794人中 100人が亡
くなっているという事実にまず留意しておきたい。
　いま表 1から卒業者数に対する卒業後 5年以内に移動した者の割合をみると，1909年卒業者か
ら 23年卒業者では 11年卒業者を除いて 30％台から 70％台に分布する。14～ 16年卒業者の 5年
戦間期における技術者の企業間移動2
以内移動（15～ 21年期間の移動）の割合は 60～ 70％台に達した。しかしこのきわめて高い移動










































































































































































　続いて 1909年～ 33年卒業生を第 1期（09～ 14年），第 2期（15～ 19年），第 3期（20～ 24年），
第 4期（25～ 29年），第 5期（30～ 33年）の 5期に分けて詳しく検討してみよう。
　第 1期についてみると，既述のように 1909年の卒業時に 20歳とすると 38年では 49歳であり，
卒業から 1938年までの初任勤務先別移動回数をみた表 2は 38年時点で 44～ 49歳になる年齢層の
動きを示している。第 1期の初任勤務先数は 58，卒業後に死亡した者を含めて対象者は 134人で
あり，その内訳は初任勤務先から 24～ 29年間の長期にわたって移動しなかった者が 26人（全体
に占める割合は 19.4％），1回移動は 34人（25.4％），2回移動は 22人（16.4％），3回移動は 27人




となる）4人，名古屋高等工業学校 4人，名古屋瓦斯 3人，日本車輌製造 3人が目立つところである。
こうした主要初任勤務先に就職した者のなかにもその後移動を繰り返す者が多数いたことが第 1期
の特徴である。
　第 2期の第 1次世界大戦ブーム期に卒業した者のその後の帰趨をみた表 3によると，初任勤務先
数は 66，総計 124人の内訳は移動なしが 36人（全体に占める割合は 29.0％），1回移動が 31人
（25.0％），2回移動が 25人（20.2％），3回移動が 14人（11.3％），ここまでの小計が 106人（85.5％）






　こうした状況が大きく変化するのは第 3期（1920～ 24年）であった。38年時点で 34～ 38歳層
の卒業者の移動状況をみた表 4によると，初任勤務先数は 84，総計 174人のうち 5回以上の移動
はなくなり，移動なし 84人（全体に占める割合は 48.3％），1回移動 50人（28.7％），2回移動 26
人（14.9％）であった。初任勤務先から移動していない者の割合が約半数に上ったのである。卒業
者 5人以上が初任勤務先に選んだ企業・官公庁としては鉄道省 29人が突出しており，そのうち 24
人は鉄道省でキャリアを重ねた。次に芝浦製作所 10人，愛知時計電機 6人，豊田式織機 5人，大
同電力 5人と続き，地元企業と名古屋高等工業学校機械科との間の人材供給パイプが形成されはじ
めていたことがうかがわれる。
　初任勤務先への定着化傾向は第 4期（1925～ 29年）にはさらに強化された。表 5によると 38
年時点で 29～ 33年層に当たる卒業者は総計 186人，初任勤務先数は 97であり，移動なし 127人（全
体に占める割合は 68.3％），1回移動 43人（23.1％），2回移動 13人（7.0％）であった。移動なし
が全体の 7割近くに上昇したのである。主要初任勤務先を人数の多い順にみると鉄道省 13人，大





























































































































































































































合計 26 34 22 27 8 6 6 4 1 134
［出所］　表 1に同じ。
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　卒業後年数の長い者ほど総移動回数が多いのは自然のように思えるが，表 6から 38年時点で 25
～ 28歳層である第 5期（1930～ 33年）についてみると，総計 152人，初任勤務先数 107であり，
移動なし 91人（全体に占める割合は 59.9％），1回移動 43人（28.3％），2回移動 15人（9.9％）で
あった。移動なしの割合は第 4期には 68.3％であったが，第 5期では 59.9％に低下し，代わって 1











　本節の最後に 1909年から 33年までの卒業者 769人のうち 10人以上が最初の就職先に選んだ主
要初任勤務先をみると表 7の通りである。14主要初任勤務先で合計 258人，総計 769人の 33.6％







　表 8にあるように 1916年 1月現在で川崎造船所に勤務する名古屋高等工業学校機械科卒業者は












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　名古屋高等工業学校機械科卒業者の場合も自営業を無視できない。表 9にあるように 1909～ 14
年卒業者 134人のうち 38年までに自営業を経験した者は 17人，そのうちキャリアの最後が自営業
である者は 11名，その差の 6名は自営業を経験した後ふたたび雇用者に復帰した者である。1909
～ 19年卒業者 258人のうち 33人（全体の 12.8％）が自営業経験者であり，23人（8.9％）が調査
の最終年である 38年時点でも自営業であった。その差の 10人は自営からその他の部門に転じた者
である。例えば 15年卒業の河原外喜男（本籍愛知県）は 15年 4月～ 18年 7月は大阪砲兵工廠，








が多数いたことにも留意する必要がある。表 10によると 1909年から 33年までの卒業者 769人の





















































11月に同工場木機職場主任となった。続いて 22年 7月に同工場工機職場主任，23年 10月に同工
場鋳物職場主任，24年 8月に同工場鍛冶職場主任，25年 6月に同工場製罐職場主任に就任し，26








時期別 卒業者 自営経験 自営・終点
1909～14年 134 17 11
1915～19年 124 16 12
1920～24年 174 7 3
1925～29年 186 12 10
1930～33年 151 4 3




時期別 卒業者 教員経験 教員・終点
1909～14年 134 7 2
1915～19年 124 13 10
1920～24年 174 19 14
1925～29年 186 8 5
1930～33年 151 3 2




に従事し，21年 11月～ 24年 1月には名古屋鉄道局教習所にて客貨車工学，車輌製図および数学






年卒業の池田参九郎は 18年 4月から 9月まで呉海軍工廠で実習を行い，18年 10月～ 22年 12月
には舞鶴海軍工廠造兵部，22年 12月～ 23年 5月には海軍艦政本部に勤務し，23年 5月～ 24年 1
月には呉海軍工廠砲熕部附となり，24年 2月～ 25年 1月にはふたたび海軍艦政本部に勤務した。

























































後永田メリヤス機械製造所に就職し，11年 11月から 14年 10月までの約 3年間は農商務省海外実
業練習生としてイギリスに学び，12年 9月～ 14年 6月はレスター市立成年学校で英文学を専修し，
同時に 14年 7月にはレスター市立工芸学校メリヤス科を卒業した。帰国後の 15年 4月から 16年
1月は宮城県立工業学校に勤務し，その間に 15年 11月に師範学校，中学校，高等女学校の英語科
教員免許状を文部省から授与された。その後 16年 2月～ 18年 12月には大阪の日本莫大小に技術
主任として勤務し，19年 1月～ 22年 1月は日本綿花に勤務してインドに出張した。22年 4月～
23年 8月には愛知県立明倫中学校に勤務し，その間の 23年 5月に浜松高等工業学校から臨時教員
養成所講師を嘱託され，23年 6月には文部省から師範学校，中学校，高等女学校の数学科教員免
許状を授与された。24年 6月に東京の正則英語学校講師を嘱託され，24年 9月～ 25年 4月には東
京の順天中学校に勤務し，その間 24年 7月に東京府立第二中学校講師，25年 4月に東京の松阪屋
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後 12年 3月から 13年 10月まで大阪電機製造に技手として勤務し，工場設計や機械据付に従事した。







年 5月に佐賀の真崎鉄工場で製図，現場監督を担当し，13年 6月～ 19年 7月には中国四川省の成
都高等工業学堂で実習工場の建設，機械据付を行った後機械科教員となり，19年 9月に帰国した。
20年 3月～ 23年 3月には東京のウオルター・オーガス・デハビランド特許事務所で翻訳・一般特






　1914年卒業の野上俊一（本籍兵庫県）は 14年 4月～ 18年 2月に福井県立小浜水産学校，18年
2月～ 8月に三重県立工業学校，18年 9月～ 20年 3月に愛知県立工業学校に勤務した後，20年 4














　1909年卒業の羽賀俊昌（本籍愛媛県）は 09年 4月～ 10年 8月まで呉海軍工廠砲熕部に勤務し
た後，10年 8・9月は三重紡績愛知工場，10年 10月～ 20年 3月は三重紡績（東洋紡績）桑名工場，
20年 3月～ 21年 10月は同社愛知工場に勤めた。その後 22年 1・2月は大日本紡績大垣工場，22








　1918年卒業の東畑泰三郎（本籍三重県）は東洋紡績伏見工場に就職し，18年 12月～ 19年 11月
の千葉鉄道連隊入隊の後，伏見工場に復職した。21年 1月に東洋紡績西成工場，26年 12月に同社
愛知工場，30年 1月に同社浜松工場に転じ，30年 6月には本社工務部研究課に転勤となった。そ




　1920年卒業の酒光義一（本籍岐阜県）は 20年 3月～ 11月に三菱内燃機（21年に三菱内燃機製
造と社名変更，三菱内燃機製造は 22年に三菱航空機と社名変更）神戸工場に勤務し，20年 11月


















機械科），広瀬の 10名であった［日刊工業新聞社編 1934，および菱光会編 1971：120―121］。同期
入社 10名のうち高等工業学校卒は広瀬と石田の 2名のみであった。
　1926年卒業の遠藤令三（本籍愛知県）は 26年 5月～ 27年 2月にワシノ商店大阪支店技術販売
係として勤務し，27年 2月～ 29年 5月には日本ゼネラルモータースで電気係，記録係に従事し，





備として 1914年 4月～ 15年 9月に大阪鉄工所造機部仕上組立工場にて職工として働き，15年 10
月に台湾に渡って塩水港製糖の新営庄工場に勤務した。17年 6月には南満洲製糖奉天工場の建設
見学のために渡満し 11月に帰社した。17年 12月～ 19年 11月は塩水港製糖の旗尾工場に勤務し，
19年 12月～ 20年 7月には塩水港製糖の大阪精製糖工場の建設に従事し，20年 7月～ 25年 11月
には大阪工場に勤務する一方で東京工場の建設に従事した。25年 12月～ 26年 6月には塩水港製















年 6月に龍山機関区に転じ，その後 25年 3月末に朝鮮総督府鉄道の満鉄への委託経営が解除され
たため同年 4月に朝鮮総督府鉄道局が設立された。勝又は引き続き朝鮮総督府鉄道局運転課に勤務


























外務省 1924「海軍技手英国出張ニ関スル件」大正 13年 12月 10日（アジア歴史資料センター，Ref. No. 
B16080663300，外務省外交史料館）。




















The Transfer of Engineers among Firms in Interwar Period:





色染の 5科を有した。教室設備未整備のため機械科のみ開設は翌 06年 4月に遅れた。本論文では
1909年卒業の第 1回から 33年卒業の第 25回までの機械科卒業者を対象にして，その間の個々の技
術者の企業間移動の実態を明らかにする。
　名古屋高等工業学校機械科出身の技術者の企業間移動の高まりは第 1次世界大戦期に明確となり，
1920年代になると鎮静化の兆しをみせはじめ，20年代後半には勤続化，定着化の動きが基調となる
ものの，満洲事変期以降の景気回復期には第 1次世界大戦期ほどではないがふたたび企業間移動の活
発化がみられるというのが，企業間移動の大きな流れであった。技術者の定着率の高低は初任勤務先
に規定される面も強く，鉄道院（省），専売局，海軍工廠などの官業諸部門で働く技術者は 1920年代
以降になると長期勤続の傾向を強めた。
